「新しい丸山眞男像の発見　その世界大の視圏と交流のなかで」開催概要 by 中田 喜万 & 川口 雄一
丸
山
眞
男
没
後
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
20
「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
の
発
見
そ
の
世
界
大
の
視
圏
と
交
流
の
な
か
で
」
開
催
概
要
中
田
喜
万
・
川
口
雄
一
は
じ
め
に
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
日
（
金
）、
丸
山
眞
男
の
没
後
二
〇
周
年
に
あ
た
り
、
東
京
女
子
大
学
に
お
い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、
統
一
テ
ー
マ
は
「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
の
発
見
そ
の
世
界
大
の
視
圏
と
交
流
の
な
か
で
」。
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
り
、
海
外
か
ら
、
各
国
で
丸
山
眞
男
研
究
を
主
導
す
る
報
告
者
を
招
聘
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
安
藤
信
廣
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
が
当
日
の
総
合
司
会
を
務
め
た
。
メ
イ
ン
会
場
は
二
三
号
館
二
三
一
〇
一
教
室
。
開
場
し
て
間
も
な
く
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。
午
前
一
一
時
、
小
野
祥
子
・
東
京
女
子
大
学
学
長
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。
そ
の
挨
拶
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
丸
山
眞
男
文
庫
の
整
理
作
業
に
よ
っ
て
、
生
前
の
丸
山
眞
男
の
広
く
、
深
い
、
海
外
と
の
交
流
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
Ⅰ
講
演
ま
ず
午
前
の
部
で
は
、
丸
山
眞
男
文
庫
顧
問
の
平
石
直
昭
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
が
「
丸
山
眞
男
文
庫
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
本
講
演
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
の
設
置
背
景
、
所
蔵
資
料
の
整
理
・
調
査
か
ら
公
開
に
い
た
る
経
緯
、
そ
し
て
意
義
と
可
能
性
を
論
じ
て
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
今
後
の
展
望
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
八
月
一
五
日
の
丸
山
眞
男
逝
去
か
ら
約
二
年
後
の
九
八
年
九
月
、
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東
京
女
子
大
学
で
丸
山
家
所
蔵
資
料
の
受
贈
式
が
行
わ
れ
、
船
本
弘
毅
学
長
（
当
時
）
と
丸
山
ゆ
か
里
夫
人
と
の
間
に
「
覚
書
」
が
と
り
か
わ
さ
れ
た
。
生
前
の
丸
山
は
自
身
の
資
料
を
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充
実
に
苦
し
ん
で
い
る
大
学
や
研
究
機
関
、
自
治
体
の
図
書
館
等
に
寄
贈
し
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
資
料
の
受
入
れ
先
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
人
が
奔
走
し
た
。
し
か
し
亡
く
な
る
少
し
前
に
、
東
京
女
子
大
学
へ
の
寄
贈
を
彼
が
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
意
志
を
汲
ん
だ
丸
山
夫
人
の
意
向
を
う
け
、
松
沢
弘
陽
氏
（
当
時
、
国
際
基
督
教
大
学
教
授
）
が
旧
知
の
大
隅
和
雄
氏
（
当
時
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
長
）
に
打
診
。
大
隅
氏
の
尽
力
も
あ
り
、
東
京
女
子
大
で
受
け
入
れ
る
こ
と
を
理
事
会
が
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
⑴
同
大
学
で
は
、
資
料
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
た
（
図
書
館
内
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
所
蔵
資
料
の
管
理
・
運
営
主
体
と
な
る
組
織
の
発
足
な
ど
）。
⑵
資
料
搬
送
前
の
丸
山
宅
で
は
、
松
沢
望
氏
、
牛
田
尚
子
氏
が
丸
山
宅
内
の
図
書
の
配
架
状
況
の
記
録
を
と
る
な
ど
、
予
備
調
査
を
行
っ
た
。
⑶
丸
山
の
指
導
を
う
け
た
研
究
者
（
松
沢
氏
、
植
手
通
有
氏
、
飯
田
泰
三
氏
、
平
石
直
昭
氏
、
宮
村
治
雄
氏
、
渡
辺
浩
氏
）
が
資
料
の
整
理
・
調
査
に
従
事
す
る
体
制
と
し
て
、
丸
山
文
庫
協
力
の
会
を
発
足
し
た
。
の
ち
に
協
力
の
会
に
は
若
手
研
究
者
（
苅
部
直
氏
、
眞
壁
仁
氏
、
中
田
喜
万
氏
、
河
野
有
理
氏
）
が
加
わ
り
、
現
在
に
至
る
。
⑷
丸
山
夫
人
よ
り
東
京
女
子
大
へ
の
多
額
の
寄
付
金
と
し
て
資
金
的
な
援
助
が
な
さ
れ
た
。
資
料
の
整
理
・
調
査
か
ら
公
開
に
い
た
る
過
程
に
は
、
資
料
の
性
質
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
⑴
図
書
・
雑
誌
と
⑵
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
で
あ
る
。
⑴
図
書
は
、
丸
山
宅
の
配
列
状
況
に
基
づ
い
て
登
録
。
そ
し
て
図
書
館
員
が
精
力
的
に
整
理
を
進
め
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
そ
の
成
果
を
『
丸
山
眞
男
文
庫
寄
贈
図
書
資
料
目
録
』
に
ま
と
め
、
翌
年
三
月
に
丸
山
夫
人
に
寄
贈
し
た
。
た
だ
し
そ
の
後
も
丸
山
家
か
ら
資
料
の
寄
贈
が
つ
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
正
確
か
つ
新
し
い
情
報
を
反
映
し
た
冊
子
体
目
録
の
刊
行
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
書
誌
の
電
子
入
力
が
進
め
ら
れ
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
所
蔵
図
書
の
検
索
を
可
能
と
し
て
い
る
。
資
料
の
公
開
に
あ
た
り
、
丸
山
に
よ
る
手
沢
の
な
い
図
書
・
雑
誌
は
、
丸
山
の
意
志
に
即
し
て
一
般
に
開
放
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、
手
沢
の
あ
る
図
書
・
雑
誌
は
厳
重
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
手
沢
の
有
無
の
調
査
を
開
始
。
⒜
そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
、
手
沢
の
な
い
図
書
（
約
一
万
二
二
〇
〇
冊
）
を
公
開
。
⒝
次
い
で
、
二
〇
〇
六
年
一
月
よ
り
、
手
沢
の
あ
る
図
書
（
約
五
八
〇
〇
冊
）
の
該
当
箇
所
の
調
査
を
開
始
。
手
沢
の
あ
る
ペ
ー
ジ
を
電
子
化
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
）
し
、
点
検
作
業
な
ど
を
経
て
二
〇
一
〇
年
七
月
、
当
該
ペ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ
っ
て
公
開
し
た
。
⒞
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
雑
誌
（
約
一
万
八
〇
〇
〇
冊
）
の
手
沢
の
調
査
を
開
始
、
図
書
の
公
開
方
針
を
準
用
し
一
二
年
五
月
に
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平石直昭氏
公
開
し
た
。
⒟
最
後
に
、
楽
譜
類
は
土
合
文
夫
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
に
よ
る
調
査
（
二
〇
一
一
年
春
〜
一
二
年
秋
）
を
ふ
ま
え
、
一
三
年
五
月
、
手
沢
の
な
い
も
の
を
公
開
。
手
沢
の
あ
る
も
の
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
よ
り
段
階
的
に
公
開
を
開
始
し
、
現
在
す
べ
て
（
四
三
四
冊
）
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
⑵
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
は
、
一
九
九
九
年
一
一
月
に
、
文
庫
協
力
の
会
メ
ン
バ
ー
が
調
査
を
開
始
し
た
。
当
初
確
認
さ
れ
た
の
は
一
〇
七
〇
件
だ
が
、
な
か
に
は
段
ボ
ー
ル
一
箱
を
一
件
と
数
え
た
も
の
も
含
ま
れ
、
精
査
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
独
自
の
調
査
票
に
、
各
資
料
の
内
容
を
書
き
と
め
て
い
く
作
業
を
メ
ン
バ
ー
が
分
担
し
て
進
め
、
二
〇
〇
三
年
秋
に
こ
の
第
一
段
階
の
調
査
を
終
え
た
。
つ
ぎ
に
、
資
料
検
索
の
便
宜
の
た
め
、
分
類
項
目
を
設
け
、
各
資
料
の
分
類
作
業
を
進
め
た
。
前
述
の
若
手
研
究
者
の
協
力
を
得
、
分
担
し
て
作
業
を
進
め
、
そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
一
名
が
全
体
の
不
統
一
や
重
複
を
整
備
し
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
こ
の
第
二
段
階
の
作
業
を
終
え
た
。
第
三
段
階
と
し
て
、
資
料
を
一
般
に
提
供
す
る
に
あ
た
り
、
以
上
の
情
報
を
電
子
目
録
と
し
て
公
開
す
る
た
め
入
力
作
業
を
開
始
。
そ
の
際
、
資
料
タ
イ
ト
ル
と
内
容
と
の
対
応
性
の
確
認
、
重
要
度
の
高
い
資
料
を
電
子
化
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
）
し
公
開
す
る
た
め
の
選
定
と
実
務
作
業
等
を
進
め
た
。
こ
う
し
て
、
二
〇
〇
九
年
七
月
よ
り
部
分
公
開
を
開
始
。
二
〇
一
一
年
七
月
、ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
を
公
開
し
た
。
な
お
、
こ
の
間
、
東
京
女
子
大
学
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、体
制
を
整
備
。
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
、
機
関
誌
『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
附
置
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
を
創
刊
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
背
景
と
経
緯
を
も
つ
丸
山
眞
男
文
庫
の
意
義
と
可
能
性
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
⑴
二
〇
世
紀
日
本
の
知
識
人
が
い
か
に
時
代
の
課
題
と
格
闘
し
な
が
ら
、
自
己
の
思
想
と
学
問
を
形
成
し
た
か
―
―
そ
の
も
っ
と
も
優
れ
た
一
例
を
丸
山
に
即
し
て
、
文
庫
所
蔵
資
料
に
よ
っ
て
追
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑵
丸
山
文
庫
に
は
、
吉
野
源
三
郎
が
整
理
し
た
平
和
問
題
談
話
会
資
料
（
二
〇
〇
三
年
二
月
、
岩
波
書
店
よ
り
寄
贈
）
や
、
知
人
ら
が
丸
山
に
宛
て
た
書
簡
類
（
二
〇
〇
四
年
八
月
、
丸
山
家
よ
り
追
加
寄
贈
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
日
本
の
知
識
人
運
動
、
知
識
人
た
ち
の
知
的
交
流
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑶
過
去
の
知
識
の
貯
蔵
庫
で
あ
る
大
学
が
、
優
れ
た
学
者
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
も
つ
こ
と
は
、
日
本
社
会
全
体
に
学
問
的
思
考
を
根
付
か
せ
て
ゆ
く
た
め
の
有
力
な
拠
点
と
な
る
。
丸
山
文
庫
は
そ
の
一
つ
の
範
例
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
Ⅱ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
昼
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、午
後
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た（
司
会
は
中
田
（
学
習
院
大
学
教
授
）
が
担
当
）。
①
報
告
ま
ず
、
第
一
部
「
報
告
」
と
し
て
、
四
名
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。
登
壇
者
と
各
論
題
は
次
の
と
お
り
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
名
誉
教
授
）
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「
丸
山
眞
男
と
ド
イ
ツ
の
思
想
・
学
問
―
―
戦
前
、
戦
中
、
そ
し
て
戦
後
」
孫
歌
氏
（
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
教
授
）「
丸
山
眞
男
の
「
三
民
主
義
」
観
」
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｅ
・
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
教
授
）「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
―
―
丸
山
眞
男
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
、
そ
し
て
日
本
思
想
研
究
に
関
す
る
覚
書
」
金
錫
根
氏
（
峨
山
政
策
研
究
院
教
授
）「
韓
国
に
お
け
る
丸
山
眞
男
の
思
想
・
学
問
の
受
け
と
め
ら
れ
方
」
な
お
、
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
は
諸
事
情
に
よ
り
欠
席
さ
れ
た
た
め
、
事
前
に
ご
提
出
い
た
だ
い
た
原
稿
を
中
田
が
代
読
し
た
。
各
報
告
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
◇
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
「
丸
山
眞
男
と
ド
イ
ツ
の
思
想
・
学
問
―
―
戦
前
、
戦
中
、
そ
し
て
戦
後
」
本
報
告
は
、
丸
山
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
思
想
・
学
問
の
受
容
、
読
書
経
験
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
丸
山
み
ず
か
ら
、
自
身
の
思
想
・
学
問
の
形
成
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
の
学
者
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
語
り
残
し
て
い
る
事
実
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、
重
要
な
の
は
、
ド
イ
ツ
国
籍
の
学
者
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
で
は
な
く
、
丸
山
が
挙
げ
た
ド
イ
ツ
人
学
者
に
お
け
る
学
問
的
方
法
論
の
内
容
で
あ
る
。
そ
う
し
て
本
報
告
で
は
、
丸
山
の
旧
制
高
校
の
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
を
た
ど
っ
て
い
く
。
わ
け
て
も
、
戦
前
と
敗
戦
直
後
（
一
九
四
六
年
〜
五
〇
年
代
の
時
期
）
と
に
焦
点
を
当
て
る
。
第
一
に
、敗
戦
ま
で
の
時
期
は
、
三
つ
の
読
書
経
験
に
要
約
さ
れ
る
。
⑴
ヘ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
、
⑵
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
、⑶
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
る
。
ま
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
を
、
丸
山
は
、
高
校
・
大
学
の
学
生
時
代
に
、
語
学
（
ド
イ
ツ
語
）
学
習
と
並
行
し
て
読
み
進
め
て
い
っ
た
。
両
著
作
か
ら
丸
山
は
、
と
く
に
そ
の
歴
史
哲
学
に
含
ま
れ
た
発
展
段
階
論
に
共
感
し
た
。
し
か
し
他
方
、
丸
山
は
、
と
く
に
マ
ル
ク
ス
（
主
義
）
の
認
識
論
に
批
判
的
な
見
方
を
も
ち
、
そ
れ
と
立
場
を
異
に
す
る
新
カ
ン
ト
派
に
も
満
足
せ
ず
、
新
し
い
方
法
を
探
究
し
た
。
次
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
丸
山
は
、
思
想
史
の
方
法
を
学
ん
だ
。「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
―
―
一
つ
の
回
想
―
―
」（
一
九
七
八
年
）
の
中
に
、
こ
の
点
に
関
す
る
丸
山
の
回
想
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
丸
山
は
、
新
カ
ン
ト
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
が
共
有
し
て
い
た
認
識
論
的
前
提
と
は
異
な
っ
た
も
の
を
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
中
に
見
出
し
た
。
と
く
に「
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ム
ス
(Perspektivism
us)」
と
い
う
認
識
方
法
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
思
惟
主
体
」
の
認
識
内
容
に
そ
の
人
物
の
社
会
的
立
場
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
、
よ
り
「
プ
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ヴォルフガング・ザイフェルト氏
ル
ー
ラ
ル
で
、
し
か
も
動
的
な
展
望
が
現
わ
れ
」
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
丸
山
は
、
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
。
前
掲
「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
」
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
丸
山
が
取
り
上
げ
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
著
作
は
『
政
治
論
集
』
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
丸
山
自
身
が
語
り
残
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
統
治
構
造
の
分
析
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
思
想
史
の
方
法
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
敗
戦
直
後
（
一
九
四
六
年
〜
五
〇
年
代
）
の
丸
山
の
読
書
経
験
で
重
視
す
べ
き
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ノ
イ
マ
ン
で
あ
る
。
論
文
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」（
一
九
四
六
年
）
に
お
い
て
丸
山
は
、「
価
値
に
対
す
る
中
立
性
」
を
特
徴
と
す
る
西
欧
の
近
代
国
家
と
、
天
皇
を
最
高
価
値
と
し
た
日
本
の
近
代
国
家
と
を
比
較
し
た
中
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
参
照
し
て
い
る
。
そ
こ
で
丸
山
は
、
為
政
者
の
権
力
観
を
問
題
に
し
た
。
他
方
、
ノ
イ
マ
ン
『
ビ
ヒ
モ
ス
』（
原
著
一
九
四
四
年
）
は
、
丸
山
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
諸
問
題
」（
一
九
五
二
年
）
の
中
で
丸
山
は
、
Ｅ
・
レ
ー
デ
ラ
ー
や
Ｐ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
異
な
る
独
自
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
展
開
し
た
、
ノ
イ
マ
ン
の
こ
の
書
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
と
く
に
ノ
イ
マ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
思
想
家
と
交
流
し
た
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
ド
イ
ツ
の
思
想
・
学
問
に
対
す
る
丸
山
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
⑴
英
米
の
学
者
と
の
親
交
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
⑵
東
西
に
分
裂
し
た
ド
イ
ツ
に
見
る
べ
き
思
想
的
ま
た
は
政
治
的
状
況
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
、
⑶
丸
山
が
日
本
の
思
想
的
伝
統
の
問
題
に
関
心
を
集
中
し
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
日
の
視
点
か
ら
見
直
す
と
き
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
代
表
さ
れ
る
思
想
・
学
問
が
台
頭
し
て
い
た
。
彼
ら
の
思
想
・
学
問
が
戦
後
ド
イ
ツ
社
会
に
果
た
し
た
役
割
と
、
丸
山
が
日
本
社
会
に
果
た
し
た
役
割
と
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
人
民
に
対
す
る
為
政
者
の
権
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
知
見
な
ど
、
彼
ら
を
生
ん
だ
日
独
両
国
の
人
び
と
に
限
ら
ず
、
今
日
の
政
治
的
・
社
会
的
状
況
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
今
後
両
者
の
比
較
な
ど
が
研
究
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
◇
孫
歌
氏
「
丸
山
眞
男
の
「
三
民
主
義
」
観
」
本
報
告
は
、
丸
山
の
講
演
記
録
「
孫
文
と
政
治
教
育
」（
一
九
四
六
年
）
に
基
づ
い
て
、
孫
文
の
「
三
民
主
義
」
論
に
対
す
る
丸
山
独
自
の
理
解
と
そ
の
意
義
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
両
者
の
考
え
の
ズ
レ
か
ら
、
政
治
教
育
に
対
す
る
丸
山
の
考
え
と
実
践
、
そ
の
特
質
を
論
じ
て
い
る
。
「
民
族
主
義
」「
民
権
主
義
」「
民
生
主
義
」
を
内
容
と
す
る
「
三
民
主
義
」
は
、
非
政
治
的
な
中
国
の
民
を
政
治
的
国
民
（「
国
族
」）
に
変
え
、
革
命
勢
力
に
育
て
、
建
国
の
主
体
と
し
て
い
く
た
め
に
、
孫
文
が
行
っ
た
講
演
の
原
稿
を
主
な
テ
ク
ス
ト
と
す
る
（『
三
民
主
義
十
六
講
』
一
九
二
四
年
）。
丸
山
は
孫
文
の
「
三
民
主
義
」
論
の
中
で
も
、
三
民
主
義
の
課
題
、
そ
の
課
題
に
お
け
る
政
治
教
育
の
目
標
、
そ
れ
を
実
現
す
る
方
法
に
問
題
を
絞
っ
て
、
分
析
を
行
っ
た
。
丸
山
は
、「
民
衆
の
政
治
化
」
と
い
う
孫
文
の
意
図
を
的
確
に
理
解
し
て
い
た
。「
民
衆
の
政
治
化
」
と
は
、
⑴
民
衆
一
人
ひ
と
り
が
日
常
の
政
治
性
を
担
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う
主
体
と
な
る
こ
と
、
⑵
生
活
か
ら
遊
離
し
た
「
政
治
」
を
民
衆
の
日
常
生
活
の
中
に
引
き
下
ろ
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
丸
山
は
、
孫
文
が
こ
こ
で
高
等
な
理
念
を
掲
げ
て
民
衆
の
動
員
を
は
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
人
び
と
の
直
接
的
な
利
害
に
訴
え
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
た
。
こ
の
孫
文
の
主
張
の
背
景
に
は
、
一
九
二
三
年
の
国
民
党
改
組
に
と
も
な
う
革
命
方
針
の
転
換
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
丸
山
は
、
孫
文
の
「
三
民
主
義
」
を
、
そ
の
背
景
に
あ
る
問
題
意
識
を
通
じ
て
、
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
、
的
確
に
把
握
し
た
。
し
か
し
、
丸
山
の
理
解
し
た
「
三
民
主
義
」
と
孫
文
が
主
張
し
た
そ
れ
と
の
間
に
は
重
要
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
ま
た
は
東
洋
の
「
伝
統
」
に
対
す
る
認
識
の
中
に
あ
る
。
近
代
西
洋
の
政
治
思
想
の
概
念
を
用
い
て
「
三
民
主
義
」
を
論
じ
た
孫
文
は
、
西
洋
民
主
主
義
を
肯
定
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
模
索
中
の
政
治
体
制
で
あ
っ
て
、
理
想
的
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
し
て
中
国
の
伝
統
的
な
観
念
の
中
に
、
新
し
い
中
国
を
築
く
可
能
性
を
見
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
孫
文
は
「
修
身
」「
斉
家
」
と
い
う
私
的
な
「
徳
」
を
公
的
な
も
の
へ
転
換
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
孫
文
が
非
政
治
的
自
由
と
政
治
的
自
由
と
を
区
別
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
孫
文
は
、
伝
統
的
な
個
人
や
家
族
本
位
の
考
え
（
非
政
治
的
自
由
）
を
、
郷
族
社
会
へ
拡
大
し
、
そ
う
し
て
外
国
に
対
す
る
国
族
の
自
由
（
政
治
的
自
由
）
と
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
「
忠
誠
」
の
観
念
を
用
い
て
、
そ
の
対
象
を
皇
帝
か
ら
人
民
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
孫
文
は
、『
三
国
志
』の
故
事
に
基
づ
き
、人
民
を
無
能
な
君
主（
阿
斗
、
の
ち
劉
禅
）
に
、
為
政
者
を
有
能
な
丞
相
（
諸
葛
孔
明
）
に
な
ぞ
ら
え
た
。
こ
う
し
て
孫
文
は
、「
民
衆
の
政
治
化
」（
国
族
）
と
中
央
集
権
体
制
の
確
立
と
い
う
課
題
を
同
時
に
成
り
立
た
せ
、
西
洋
列
強
に
対
抗
し
て
ゆ
く
こ
と
を
考
え
た
。
孫
文
が
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
観
念
を
積
極
的
に
用
い
た
こ
と
を
、
丸
山
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
が
、
丸
山
に
と
っ
て
そ
の
こ
と
は
ど
こ
ま
で
も
戦
略
的
な
判
断
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
伝
統
的
観
念
に
は
、
戦
略
的
な
利
用
価
値
以
上
の
も
の
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
丸
山
の
「
伝
統
」
観
は
、
孫
文
を
福
沢
と
関
連
づ
け
て
理
解
し
た
と
い
う
後
年
の
回
想
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。
儒
教
的
「
伝
統
」
に
対
す
る
福
沢
の
批
判
に
丸
山
は
学
ん
で
い
た
。
社
会
変
革
の
た
め
に
要
請
さ
れ
る
政
治
教
育
に
つ
い
て
、
丸
山
自
身
は
、
伝
統
的
観
念
の
積
極
的
利
用
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
し
な
か
っ
た
。
論
文
「
福
沢
に
於
け
る
「
実
学
」
の
展
開
」（
一
九
四
六
年
）
で
丸
山
は
、
福
沢
が
西
洋
の
物
理
学
的
思
考
を
導
入
し
て
認
識
論
的
転
回
を
は
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
対
象
を
客
観
的
に
把
握
す
る
態
度
と
、
そ
の
要
件
と
し
て
の
主
体
的
精
神
、
両
者
を
媒
介
す
る
実
験
精
神
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、「
伝
統
」
と
の
断
絶
が
必
要
で
あ
る
。
政
治
教
育
の
内
容
を
規
定
す
る
政
治
学
も
ま
た
、
概
念
が
一
人
歩
き
し
て
き
た
「
伝
統
」
に
対
し
て
、
そ
の
概
念
を
民
衆
の
日
常
生
活
に
引
き
下
ろ
し
て
再
構
成
し
て
い
く
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孫歌氏
必
要
を
丸
山
は
考
え
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
丸
山
は
こ
の
政
治
教
育
の
仕
事
を
「
夜
店
」
と
し
て
展
開
し
、
六
〇
年
代
以
降
は
、
日
本
政
治
思
想
史
の
講
義
・
研
究
と
い
う
「
本
店
」
に
よ
っ
て
問
い
つ
づ
け
た
。「
古
層
」
論
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
の
現
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
◇
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｅ
・
バ
ー
シ
ェ
イ
氏
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
―
―
丸
山
眞
男
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
、
そ
し
て
日
本
思
想
研
究
に
関
す
る
覚
書
」
本
報
告
は
、
報
告
者
が
丸
山
に
見
出
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
思
考
様
式
の
意
味
を
論
じ
、
そ
の
内
容
を
、
丸
山
と
親
交
を
も
っ
た
宗
教
社
会
学
者
、
日
本
思
想
史
研
究
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
丸
山
が
人
間
の
根
本
悪
に
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
こ
と
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
親
鸞
に
つ
い
て
書
い
た
書
簡
や
メ
モ
な
ど
が
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
村
鑑
三
門
下
の
南
原
繁
を
み
ず
か
ら
の
師
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
教
会
派
の
思
想
は
丸
山
に
一
定
の
知
的
影
響
を
与
え
た
。
丸
山
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
は
、
人
び
と
が
影
響
さ
れ
や
す
い
権
力
衝
動
の
心
理
、
伝
統
や
社
会
的
惰
性
、
画
一
化
へ
の
圧
力
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
認
識
を
可
能
に
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
目
の
前
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
行
動
す
る
近
代
的
人
格
の
型
の
把
握
に
導
く
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
は
、
見
え
ざ
る
権
威
を
想
定
す
る
が
、
こ
れ
は
近
代
天
皇
制
の
権
威
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
世
界
観
と
対
立
す
る
。
他
方
ベ
ラ
ー
も
、
違
っ
た
方
法
で
は
あ
る
が
、
丸
山
に
似
た
、
自
己
変
革
と
持
続
的
革
新
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
近
代
社
会
を
構
想
し
た
。
し
か
し
、
日
本
社
会
の
中
で
宗
教
的
原
理
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
両
者
の
見
解
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
『
徳
川
宗
教
』（
一
九
五
七
年
）
に
お
い
て
ベ
ラ
ー
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
世
俗
内
禁
欲
倫
理
に
対
応
す
る
も
の
を
日
本
の
宗
教
的
伝
統
の
中
に
発
見
し
た
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、
経
済
的
合
理
化
が
政
体
の
合
理
化
の
過
程
で
補
助
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
発
見
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
藩
主
や
藩
、
天
皇
に
対
す
る
身
分
的
な
忠
誠
は
、
疑
似
普
遍
的
に
機
能
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
限
界
は
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
の
価
値
さ
え
低
下
さ
せ
て
い
る
と
彼
は
い
う
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
、
本
書
で
の
ベ
ラ
ー
は
悲
観
的
な
見
方
を
と
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
丸
山
は
、
ベ
ラ
ー
『
徳
川
宗
教
』
か
ら
刺
戟
を
受
け
た
も
の
の
、
天
皇
へ
の
崇
拝
は
非
合
理
的
な
伝
統
主
義
を
再
生
産
す
る
も
の
と
考
え
た
。
現
世
と
緊
張
関
係
を
も
つ
は
ず
の
禁
欲
倫
理
は
、
日
本
社
会
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
日
本
に
旅
し
た
ベ
ラ
ー
は
、現
代
日
本
に
関
心
を
向
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
書
い
た
論
文
の
中
で
、
丸
山
の
批
判
を
受
け
入
れ
た
。
ベ
ラ
ー
の
関
心
は
宗
教
改
革
の
あ
り
方
に
向
け
ら
れ
、
あ
る
べ
き
改
革
社
会
像
は
、
当
時
の
ベ
ラ
ー
の
日
本
論
を
特
徴
づ
け
た
。
社
会
の
中
に
個
人
を
埋
め
込
み
、
社
会
と
個
人
を
区
別
し
な
い
よ
う
な
価
値
範
型
を
ground
bass
(basso
ostinato)
と
呼
び
、
日
本
の
隠
れ
た
超
越
の
伝
統
は
こ
れ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
ベ
ラ
ー
の
日
本
に
対
す
る
関
心
は
、
六
〇
年
代
後
半
に
は
実
質
的
に
終
息
し
て
い
た
。
米
国
の
状
況
を
通
じ
て
ベ
ラ
ー
は
、
近
代
化
の
現
実
形
態
が
奇
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形
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
丸
山
と
ベ
ラ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、
対
比
さ
れ
る
べ
き
代
表
的
な
作
品
を
も
っ
て
い
る
。
丸
山
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」（
一
九
四
六
年
）
と
ベ
ラ
ー
「
米
国
の
市
民
宗
教
」（
一
九
六
六
年
）
で
あ
る
。
丸
山
は
、
こ
の
論
文
で
帝
国
の
病
理
を
批
判
し
、
こ
れ
以
降
、
新
し
い
民
主
的
意
識
の
た
め
に
書
き
行
動
し
た
。
し
か
し
六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
彼
は
、
そ
う
し
た
活
動
を
「
夜
店
」
と
称
し
て
そ
こ
か
ら
退
き
、「
古
層
」
論
へ
の
探
究
に
向
っ
た
。
対
照
的
に
ベ
ラ
ー
は
、
公
民
権
運
動
と
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
の
中
で
、「
米
国
の
市
民
宗
教
」
を
書
い
た
。
時
代
の
潮
流
が
新
自
由
主
義
に
向
か
う
に
つ
れ
、「
改
革
後
」
社
会
と
し
て
の
米
国
は
、
ベ
ラ
ー
に
と
っ
て
、
米
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
規
範
の
欠
陥
の
現
わ
れ
と
し
て
映
っ
た
。
こ
う
し
て
ベ
ラ
ー
の
関
心
は
、「
枢
軸
的
突
破
」
に
向
け
ら
れ
た
。
最
後
の
大
作
「
人
間
進
化
に
お
け
る
宗
教
」（
二
〇
一
一
年
）
で
彼
は
、
進
化
の
所
産
と
し
て
「
枢
軸
的
突
破
」（
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ギ
リ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
）
を
取
り
上
げ
、
欲
望
が
暴
走
す
る
世
界
で
人
間
性
が
生
き
残
る
最
善
の
希
望
を
そ
こ
に
見
出
し
た
。
他
方
、
丸
山
は
、「
正
統
と
異
端
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
問
題
構
成
か
ら
日
本
の
思
想
史
的
分
析
に
立
ち
向
か
っ
た
。
し
か
し
問
題
構
成
と
対
象
と
の
関
係
は
適
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
対
象
が
目
の
前
で
変
化
し
て
い
く
過
程
で
丸
山
は
「
精
神
的
ス
ラ
ン
プ
」
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
丸
山
の
弁
証
法
的
思
考
は
原
初
の
「
起
源
」
に
向
っ
た
と
き
、「
否
定
」
を
伴
う
「
古
層
」
論
と
し
て
現
わ
れ
た
。
ベ
ラ
ー
が
「
枢
軸
的
突
破
」
に
希
望
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
◇
金
錫
根
氏
「
韓
国
に
お
け
る
丸
山
眞
男
の
思
想
・
学
問
の
受
け
と
め
ら
れ
方
」
本
報
告
は
、
過
去
の
一
時
代
を
築
い
た
丸
山
の
思
想
・
学
問
が
、
現
代
の
韓
国
社
会
に
お
い
て
も
つ
意
義
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
に
お
け
る
丸
山
の
思
想
・
学
問
へ
の
認
知
、
受
容
、
理
解
の
三
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。
丸
山
が
明
確
に
認
知
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
第
一
世
代
（
朴
忠
錫
氏
、
崔
相
竜
氏
）
の
留
学
に
よ
る
。
そ
れ
よ
り
先
、
一
九
一
〇
年
代
生
ま
れ
の
学
者
（
洪
以
燮
氏
、
李
用
煕
氏
）
が
丸
山
を
「
発
見
」
し
て
い
た
。
彼
ら
は
丸
山
の
思
想
史
研
究
の
視
座
、
ま
た
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
分
析
に
着
目
し
た
。
丸
山
の
思
想
・
学
問
の
受
容
は
、
著
作
の
翻
訳
作
業
に
よ
っ
て
促
進
し
た
。
と
く
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
報
告
者
が
丸
山
著
作
の
翻
訳
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
日
本
語
著
作
の
翻
訳
自
体
が
主
流
で
な
か
っ
た
。
学
界
に
お
け
る
欧
米
志
向
、
反
日
感
情
、
翻
訳
作
業
へ
の
軽
視
と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
韓
国
語
訳
（
一
九
九
五
年
）
を
き
っ
か
け
に
丸
山
は
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
一
九
九
七
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年
）、『
忠
誠
と
反
逆
』（
一
九
九
八
年
）、『
日
本
の
思
想
』（
一
九
九
八
、
二
〇
一
二
年
）、『「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
戦
中
と
戦
後
の
間
』
（
二
〇
一
二
年
）
と
訳
書
が
刊
行
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。
現
在
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
六
冊
、
第
七
冊
の
翻
訳
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
訳
書
を
通
じ
て
、
丸
山
の
思
想
・
学
問
は
、
理
解
を
深
め
る
べ
き
研
究
・
評
価
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
近
年
で
は
（
二
〇
一
三
、
一
四
年
）、
丸
山
眞
男
を
主
題
と
し
た
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
韓
国
の
新
聞
で
も
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
丸
山
へ
の
評
価
は
否
定
的
な
も
の
も
あ
る
（
な
か
に
は
日
本
で
の
議
論
を
紹
介
し
た
も
の
）。
⑴
朱
子
学
的
思
惟
の
解
体
と
近
代
的
思
惟
の
形
成
を
中
心
と
し
た
丸
山
の
思
想
史
認
識
の
問
題
。
⑵
丸
山
に
お
け
る
「
近
代
主
義
」
的
な
い
し
「
国
民
主
義
」
的
思
想
の
問
題
。
⑶
丸
山
の
主
張
は
西
洋
を
理
想
化
し
、
日
本
（
ア
ジ
ア
）
に
足
り
な
い
も
の
を
指
摘
し
た
欠
如
理
論
と
い
う
批
判
。
⑷
侵
略
主
義
的
に
も
読
め
る
福
沢
諭
吉
の
思
想
を
丸
山
は
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
（
ま
た
は
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
る
）
と
い
う
批
判
。
⑸
「
古
層
」
論
は
丸
山
が
自
身
の
主
観
を
歴
史
に
投
射
さ
せ
た
も
の
で
、
歴
史
的
事
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
す
る
批
判
。
そ
の
他
、丸
山
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
へ
の
批
判
な
ど
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
に
は
問
題
も
あ
る
が
、
議
論
を
通
じ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
丸
山
へ
の
理
解
は
深
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
批
判
に
よ
っ
て
も
丸
山
の
思
想
・
学
問
の
普
遍
的
価
値
は
変
わ
ら
な
い
。
個
人
の
「
主
体
意
識
」
と
「
良
心
」、「
責
任
」
と
い
っ
た
諸
概
念
、「
永
久
革
命
」
と
し
て
の
「
民
主
主
義
」
と
い
う
理
念
、
そ
れ
に
基
づ
く
多
数
の
専
制
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
へ
の
批
判
な
ど
は
、
現
代
の
韓
国
社
会
を
分
析
す
る
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
古
層
」
論
も
、
戦
略
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
韓
国
化
」
の
現
象
に
対
す
る
批
判
的
認
識
を
可
能
に
す
る
。
た
だ
し
丸
山
の
思
想
・
学
問
の
現
代
的
意
義
は
、
韓
国
社
会
に
だ
け
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
三
〇
年
代
の
帝
国
の
時
代
を
連
想
さ
せ
る
現
代
の
日
本
政
治
に
対
し
て
、丸
山
の
遺
産
は
一
層
顧
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
丸
山
の
思
想
・
学
問
は
、
自
己
反
省
と
他
者
理
解
を
う
な
が
す
良
き
「
鏡
」
と
な
っ
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
②
討
論
・
質
疑
応
答
小
休
止
の
の
ち
、
第
二
部
と
し
て
「
討
論
」
を
開
始
し
た
。
ま
ず
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
黒
沢
文
貴
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
が
質
疑
の
口
火
を
切
っ
た
。
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
到
達
し
た
知
見
の
一
つ
に
照
ら
し
な
が
ら
、「
新
し
い
丸
山
眞
男
像
」
は
、
丸
山
の
思
想
（
形
成
過
程
）
と
人
格
（
形
成
過
程
）
と
の
交
互
関
係
に
配
慮
し
て
追
究
す
る
こ
と
で
「
発
見
」
さ
れ
て
い
く
も
の
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
上
で
、
各
報
告
に
対
し
て
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
示
さ
れ
た
。
⑴
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
と
丸
山
と
の
人
格
的
交
流
を
背
景
に
も
つ
思
想
的
交
流
の
内
容
を
扱
い
、
丸
山
の
内
面
に
迫
っ
た
バ
ー
シ
ェ
イ
報
告
は
、
と
て
も
意
義
が
深
い
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
考
え
て
み
た
い
。
他
の
欧
米
知
識
人
と
丸
山
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
、
丸
山
が
彼
ら
に
与
え
た
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ベ
ラ
ー
等
と
の
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人
格
的
交
流
を
こ
え
た
丸
山
に
お
け
る
米
国
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
⑵
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
報
告
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
丸
山
は
ド
イ
ツ
学
に
よ
っ
て
思
想
を
形
成
し
た
が
、
他
方
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ
人
学
者
と
丸
山
と
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
⑶
欧
米
に
比
べ
て
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
積
極
的
に
語
ら
な
か
っ
た
丸
山
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
が
も
っ
た
意
味
（
竹
内
好
等
と
の
関
係
を
含
め
て
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
中
国
や
韓
国
が
丸
山
に
与
え
た
影
響
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
。
⑷
各
国
で
、
若
い
人
び
と
は
丸
山
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
か
（
読
ん
で
い
な
い
か
）。
⑸
対
象
を
日
本
に
限
定
し
な
が
ら
も
、
つ
ね
に
普
遍
的
な
も
の
を
追
究
し
て
き
た
丸
山
に
と
っ
て
、「
古
層
」
論
も
ま
た
、
普
遍
的
な
も
の
へ
の
意
識
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
各
国
の
研
究
者
よ
り
み
て
、「
古
層
」
論
の
方
法
的
意
義
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
各
報
告
者
の
回
答
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
氏
：
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
属
す
る
人
び
と
の
間
で
は
、
英
訳
版
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
な
ど
が
読
ま
れ
、
丸
山
に
よ
る
一
定
の
影
響
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
思
想
史
研
究
と
し
て
す
ぐ
れ
た
作
品
の
一
つ
、「
忠
誠
と
反
逆
」
は
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
。
一
般
の
読
者
層
は
、
日
本
へ
の
関
心
か
ら
、
独
訳
版
『
日
本
の
思
想
』
を
手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
と
く
に
若
い
読
者
層
が
抱
い
て
い
る
日
本
へ
の
関
心
は
、「
禅
」
や
儒
教
、
宗
教
的
な
も
の
に
関
す
る
も
の
が
主
で
、『
日
本
の
思
想
』
は
そ
う
し
た
人
び
と
に
と
っ
て
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
・
孫
氏
：
丸
山
が
中
国
か
ら
う
け
た
影
響
は
、
ド
イ
ツ
に
比
べ
れ
ば
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
戦
中
・
戦
後
、
丸
山
は
中
国
に
目
を
向
け
つ
づ
け
、
重
要
な
時
期
に
、
短
い
が
的
確
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
内
好
の
日
記
に
つ
い
て
述
べ
た
発
言
の
中
で
、
丸
山
は
中
国
に
つ
い
て
の
鋭
い
洞
察
を
示
し
て
い
る
（
そ
こ
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(左からザイフェルト氏、平石氏、黒沢氏)
に
は
多
少
、
竹
内
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
丸
山
自
身
の
認
識
と
い
っ
て
よ
い
）。
丸
山
の
「
古
層
」
論
は
、
歴
史
に
内
在
す
る
動
力
、「
ベ
ク
ト
ル
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
。
丸
山
や
孫
文
や
他
の
思
想
家
に
お
け
る
そ
う
し
た
歴
史
の
「
ベ
ク
ト
ル
」
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
普
遍
的
な
視
野
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
・
金
氏
：
韓
国
で
は
い
ろ
い
ろ
な
丸
山
批
判
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
何
の
た
め
の
批
判
か
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
も
の
も
多
い
。
丸
山
批
判
に
よ
っ
て
自
分
を
偉
く
見
せ
よ
う
と
す
る
者
も
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
他
方
、
若
い
人
た
ち
の
中
に
は
、
韓
国
語
訳
に
よ
っ
て
丸
山
著
作
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
い
っ
た
反
応
が
見
ら
れ
る
。「
古
層
」
論
は
、
思
想
史
研
究
の
方
法
と
し
て
用
い
る
た
め
に
は
、
歴
史
的
事
実
の
確
認
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
し
た
勉
強
な
ど
に
と
っ
て
有
効
と
思
う
。
し
か
し
、
と
も
す
れ
ば
、
思
想
史
研
究
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
思
想
を
語
る
た
め
の
道
具
に
な
っ
て
し
ま
い
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。
「
古
層
」
論
を
戦
略
的
に
用
い
る
と
先
ほ
ど
述
べ
た
の
は
、
こ
の
点
に
関
連
す
る
。
な
お
、
討
論
で
は
、
丸
山
著
作
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
手
が
け
て
い
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
ョ
リ
氏
（
元
英
知
大
学
教
授
）
が
、
主
催
者
の
要
請
を
う
け
て
飛
び
入
り
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ジ
ョ
リ
氏
よ
り
、丸
山
著
作（
と
く
に
思
想
史
研
究
）
が
フ
ラ
ン
ス
で
翻
訳
・
受
容
さ
れ
て
い
く
上
で
の
制
約
、
今
後
の
翻
訳
出
版
の
計
画
と
そ
れ
に
よ
る
展
望
、
高
校
教
育
（
哲
学
）
で
丸
山
著
作
が
読
ま
れ
て
い
き
、
丸
山
の
思
想
・
学
問
が
フ
ラ
ン
ス
で
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
希
望
等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
各
国
語
へ
の
翻
訳
の
困
難
、
受
容
の
さ
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
お
わ
り
に
以
上
の
議
論
を
経
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
篠
目
清
美
・
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
挨
拶
で
閉
会
。
全
体
と
し
て
時
間
が
三
〇
分
延
長
し
、
午
後
五
時
に
終
了
し
た
。
終
了
後
は
別
会
場
に
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
登
壇
者
・
一
般
参
加
者
の
別
な
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
― 19 ―
ジャック・ジョリ氏
パネルディスカッションの様子
（左からジョリ氏・金氏・孫氏）
き
た
。
一
般
参
加
者
か
ら
、
今
後
も
こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
感
想
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
熱
意
の
こ
も
っ
た
も
の
）
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
』（
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
― 20 ―
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